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形
成
外
科
は
今
ま
で
週
一
回
の
非

常
勤
診
療
で
し
た
が
、
平
成
19
年
４

月
よ
り
常
勤
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

月
、
火
、
水
、
土
曜
日
の
午
前
中
に

外
来
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
よ
く
患
者
様
か
ら

｢

形
成
外
科
っ
て
ど
う
い
う
病
気
を

扱
っ
て
い
る
の
？｣

｢

整
形
外
科
と

は
違
う
の
？｣

な
ど
の
ご
質
問
を
頂

き
ま
す
。
大
学
病
院
以
外
に
は
必
ず

し
も
形
成
外
科
が
な
い
病
院
も
多
く
、

な
じ
み
が
薄
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

形
成
外
科
は
名
の
と
お
り
形
を
成
す

(

作
る)

事
を
専
門
と
し
た
科
で
す
。

主
に
表
面
か
ら
見
て
わ
か
る
変
形
を

扱
い
ま
す
。
あ
る
特
定
の
臓
器
を
扱

う
科
で
は
な
く
、｢

形
を
元
に
戻
す｣

｢
傷
を
早
く
き
れ
い
に
治
す｣

こ
と

を
目
的
と
し
た
診
療
科
と
い
え
ま
す
。

現
在
、
当
院
で
は
主
に
手
足
の
外

傷
や
顔
面
の
骨
折
、
や
け
ど
、
醜
い

傷
跡
や
皮
膚
の
引
き
つ
れ
、
褥
瘡

(

床
ず
れ)

、
難
治
性
の
下
腿
潰
瘍
や

足
の
む
く
み
な
ど
を
扱
っ
て
お
り
ま

す
。こ

の
他
に
皮
膚
腫
瘍
、
再
建
、
先

天
奇
形
、
美
容
外
科
も
形
成
外
科
の

柱
で
す
。

当
院
で
は
美
容
外
科
は
保
険
外
診

療
と
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
治
療

の
基
本
は

｢

で
き
る
限
り
正
常
の
位

置
に
戻
す｣

こ
と
と

｢

ど
の
よ
う
に

し
た
ら
傷
が
早
く
、
き
れ
い
に
治
る

の
か
？｣

を
実
践
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
は
正
に
美
容
外
科
の
方
法
・
目

的
と
一
致
す
る
も
の
で
す
。

傷
跡
が
気
に
な
る
、
傷
が
な
か
な

か
治
り
に
く
い
な
ど
で
お
困
り
の
際

に
は
形
成
外
科
を
た
ず
ね
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
具
体
的
に
形
成
外
科
で

治
療
を
行
う
疾
患
の
一
つ
で
あ
る
眼

瞼
下
垂
症
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
ぶ
た
が
下
が
っ
て
見
え
に
く
く

な
る
眼
瞼
下
垂
症
は
保
険
適
用
の
疾

患
で
あ
り
、
形
成
外
科
で
扱
う
こ
と

の
多
い
疾
患
で
す
。
誰
し
も
年
を
重

ね
る
と
程
度
の
差
は
あ
れ
、
ま
ぶ
た

の
皮
膚
は
た
る
み
下
が
っ
て
き
ま
す
。

一
種
の
老
化
現
象
と
い
え
ま
す
が
度

を
超
す
と
様
々
な
症
状
を
お
こ
す
原

因
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
も
し
ま

ぶ
た
が
下
が
っ
て
前
が
見
え
に
く
く

な
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
そ
の
ま

ま
で
は
前
が
見
え
に
く
い
わ
け
で
す

か
ら
大
抵
は
眉
毛
を
挙
げ
て

(

額
に

深
い
し
わ
を
作
っ
て)

ま
ぶ
た
を
少

し
で
も
挙
げ
よ
う
と
す
る
か
、
頭
を

後
に
そ
ら
し
、
顎
を
前
に
突
き
出
し

た
姿
勢
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
額
や
首
の
筋
肉
を
常
に
緊

形形成成外外科科っっててななああにに??

形成外科担当部長 廣 冨 浩 一

張
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
頭
痛
や
眼

精
疲
労
、
肩
こ
り
の
原
因
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目
か
ら

入
る
光
が
脳
を
活
性
化
す
る
と
の
報

告
も
あ
り
、
眼
瞼
下
垂
症
と
う
つ
病

と
の
関
連
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
は
、
た
る
ん
だ
皮
膚
を
取
り

除
い
て
ま
ぶ
た
を
挙
げ
る
筋
肉
を
縫

い
縮
め
る
手
術
を
行
い
ま
す
。
手
術

中
に
ま
ぶ
た
の
位
置
や
見
や
す
さ
を

確
認
す
る
た
め
に
麻
酔
は
局
所
麻
酔

(

部
分
麻
酔)

で
行
い
ま
す
。
手
術

時
間
は
両
目
で
一
時
間
半
程
度
が
目

安
で
す
。

形
成
外
科
で
扱
う
疾
患
は
多
岐
に

わ
た
る
た
め
全
て
を
ご
紹
介
す
る
の

は
難
し
い
で
す
が
、
今
後
も
機
会
を

作
っ
て
患
者
様
や
他
科
の
先
生
方
に

形
成
外
科
を
認
知
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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最近､ 救急患者さんの受け入れが困難との報道が数多く見受けられます｡ 当院
に対しても ｢何で受けられないのか｣ ｢全て無条件で受け入れられないのか｣ とい
う､ ご意見も聞こえてきます｡ しかし､ 現場を担当している者として､ 若干の私
見を述べさせていただきます｡
当院では､ 昼間は救急対応チーム (��月１日現在で上級医３～４名､ 研修医２

名) が専属でいて､ 救急車の対応や時間外受診､ 外来での重症患者様の対応を行っ
ております｡ 夜間に関しては､ 当直体制を引いており､ 常勤医師１名､ 研修医１
名の２名で､ また､ 月曜日・金曜日､ 第３土曜日とそれに続く日曜日は藤沢市２次輪番当番となって
おり､ 内科系医師１名､ 外科系医師１名､ 研修医１名の３名で対応させていただいております｡
さて､ 当院の救急チームのコンセプトは､ 可能な限りスピード感を持って診断し､ 治療を開始する

こととしております｡ 特に救急車での患者様を受け入れる際は､ 特に重症度を素早く判断し､ 的確な
診察検査を行い､ 初期治療へつなげることを考えております｡ また､ 時間外や夜間に病院を訪れる患
者様は基本的には緊急度・重症度が高い可能性があると常に考えて対応しております｡
しかしながら､ 時に診療を滞らせることが生じます｡ 当然､ 私たち医療者側に様々な問題があるこ

とは熟知しておりますが､ それと同様に､ 患者様側にも考えていただきたい問題が有ることも事実で
す｡ タクシー代わりに救急車を使う､ 早く診て欲しいが故に時間外に受診する､ 仕事が忙しいのでと
か､ 薬が足りなくなったので時間外や夜間に受診する､ また､ 時間外や夜間では､ 患者様の重症度を
判断するトリアージを行い､ 緊急性の高い患者様から診察していますが､ 順番を強く主張される､ と
いうようなことが､ 当院でも毎日のように繰り返されております｡ このようなことが数多くなって参
りますと､ 真に早急な治療を必要としている患者様への迅速な対応が困難になって参ります｡
大病院や大学病院の救急救命センターでさえ､ 人員不足と言われており､ 当院でも同様です｡ 特に

常勤医師は当直明けでも､ 通常勤務を行っている現状をふ
まえ､ また､ 昼間も専属チームを組んでいるとはいえ､ 大
学病院や高度救命センターのように全ての分野に完璧に精
通しているわけではありません｡ 貴重な時間と人手を無駄
にせず､ 当院の救急医療を充実させるためにも､ 皆様のご
理解とご協力が重要になって参りますので､ よろしくお願
いいたします｡

��������	

救急担当部長 小 泉 泰 裕
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平成��年６月１日をもって深野史靖 (外科部長)､ 高橋大介 (内科部長) が副院長に就任しました｡
診療部は現副院長の斉藤啓二 (整形外科)､ 田村 功 (外科) と合計４名の副院長がそれぞれの担当分
野を責任者として統括し､ 院内の体制強化を図っていきます｡
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今年２月に送迎バスが新しくなりました｡ 送迎バスの運行

時間・経路については､ これまでも来院された皆様から声カー
ド等でいろいろなご意見､ ご要望をいただいておりましたが､
車体一新を機会にアンケート調査を実施したところ､ �����

名の方からご回答をお寄せいただきました｡
送迎バスを利用されている方の��％から ｢現在の運行時間・
経路に不満足である｣､ 利用されていない方の��％から ｢時
間・経路の変更状況によってはバスの利用を検討したい｣ と
のご意見をいただきました｡
また､ 長後駅までの増便を望む声が��名､ 湘南台駅までの

運行を望む声が�	名､ いずみ中央駅・立場駅までの運行を望む声がそれぞれ	
名ありました｡
現在“病院発８便”と“病院着８便”を運行していますが､ 	�人乗りのバスで１日平均ご利用者が

２人に達しない便が６便あります｡ 送迎バスの運行を委託している神奈川中央交通株式会社様と検討
のうえ､ なるべく大勢の方にご利用いただける方向で運行時間・経路を変更したいと考えております｡

(法人事務局 加藤)

�
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�
月��日 (土)､ 長後市民センターで行われた ｢第��

回長後地区ふるさとまつり｣ に“看護の日”の活動とし
て参加させていただきました｡
“看護の日”は ｢看護の心｣ ｢ケアの心｣ ｢助け合いの心｣
をだれもが育むきっかけとなるよう､ 近代看護を築いた
フローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなみ制定さ
れました｡
当日は､ 看護師の仕事を幅広く皆様に知っていただく

ため､ 『ナースの１日写真展』､ 看護師による 『介護相談』､
看護師になりたい・復帰したい等の 『看護師何でも相談』､

医師による 『��
 (自動対外式除細動器) ミニ講座』､ 理学療法士による 『腰痛体操』､ 『白衣姿で記
念撮影』 を催し､ 幅広い年齢層の方にお立ち寄りいただきました｡
特に 『��
ミニ講座』 は駅やスーパーなどでよく見かけてはいても､ 使い方がわからないという

方が多いため､ 人形を使った実演には熱心に見・聞き入っておられた方が多く､ 大変ご好評をいただ
きました｡ また 『白衣姿で記念撮影』 は ｢白衣の天使｣ に憧れて老若問わず参加頂きました｡
このイベントをきっかけに､ ますます医療・看護に対するご理解を深めていただければ幸いです｡

(看護部長 松本)

"#$%&'(�)*��+,'-.�./

健康増進施設ライフ前の国道���号線沿いに看
板を設置しました｡ それと同時に､ 看板のデザイ
ンに合わせた折込チラシを近隣の各家庭に配布し
ました｡
ライフメディカルフィットネスは､ 今ではすっ

かり定着した所謂 ｢メタボリックシンドローム｣
を予防するため､ 同友会が８年前に作った健康増
進施設で､ スポーツドクター・理学療法士・栄養士・トレーナー・鍼灸マッサージ師が健康をサポー
トします｡
ご利用いただくには､ 事前にＬｉｆｅチェック (健康診断) を受けていただくシステムをとってい

ますので､ 是非一度施設見学にお越し下さい｡
(ライフメディカルフィットネス主任 関水)



これまで施設内での携帯電話のご使用は､ 医療機器への
影響等を考えてご遠慮いただいておりましたが､ 平成20年
11月から､ 病院内に携帯電話・ＰＣの使用可能エリアを設
けることに致しました｡
使用可能エリアは､ １号館および２号館１階の公衆電話

付近､ １号館正面玄関の風除スペース (自動ドアに囲まれ
たスペース)､ ２号館１階売店横のラウンジの４か所に設置
しますので､ ご使用に際しては場所柄周囲の方へのご迷惑
にならないよう十分ご配慮いただきますようお願い申し上げ
ます｡
なお､ 入院される方は個室のみ携帯電話とＰＣの使用が
可能です｡
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受付時間
■月曜日～金曜日 午前 8:30～11:00 (診療開始 9:00)

午後 12:00～ 3:00 (診療開始 1:30)
■土曜日 午前 8:30～11:00 (診療開始 9:00)
＊土曜日午後･日曜･祭日･年末年始は休診です｡

※内科・外科・泌尿器科・整形外科の午後外来診察は完全予約
制です｡ ｢一般診察 (新患・予約外)｣ の他､ ｢お薬｣・｢注射｣
等も受付できませんのでご注意ください｡
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※ 枠の診療は予約制とさせていただきます｡ ●は休診です｡
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藤沢湘南
台病院発

長後駅
西口着 蓮光寺着 綾南会館前着

綾南会
館前発 蓮光寺発 長後駅西口発

藤沢湘南
台病院着
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藤沢湘南
台病院発

児童公
園前着

いちょう
団 地 着

集会場
前 着

集会場
前 発

いちょう
団 地 発

児童公
園前発

藤沢湘南
台病院着
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病院の概要はホームページ
����������������� ! "!#����で

見学のご希望は
�# �#$������% ! "!#��&���
または �'())*((+,(-,人事課へ
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看護師給与
■給与：30万円以上 (諸手当を含む)
■昇給年１回・賞与年２回
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